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町
民
プ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て 

 

　
　
＝
８
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
！
＝

10
万
円
分
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
を

　
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

坂
本
栄
樹
さ
ん
が
、

　
ス
ノ
ボ
ー
ド
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に

町
の
副
町
長
に
、坂
本
寛
氏
が
就
任
！

大
石
保
育
所
の
手
作
り
お
や
つ
と
、

　
宮
下
五
月
保
育
士
（
こ
も
も
保
育
所
）の

　
　
写
真
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
議
会
に
お
い
て
、
町
の

副
町
長
に
坂
本
寛
氏
が
就
任

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
坂
本
氏
は
、
小
立
地
区
出
身

で
、
県
の
職
員
と
し
て
主
に
土

木
行
政
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
県
職
員
時
代
に
、
大
月
市
の
助
役
や
合

併
前
の
旧
河
口
湖
町
の
助
役
を
そ
れ
ぞ
れ
２
年
間
務
め

る
な
ど
、
市
町
村
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
広
い
見
識
を

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
の
第
５

回
全
日
本
技

術
選
手
権
・
第

３
回
Ｓ
Ａ
Ｊ

（
全
日
本
ス
キ

ー
連
盟
）
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー

タ
ー
選
考
会

が
、
３
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
新
潟
県
で
行
わ
れ
、
本
町

小
立
に
在
住
の
坂
本
栄
樹
（
河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
所

属
）
さ
ん
が
、
大
会
第
３
位
の
成
績
で
み
ご
と
全
国
12

名
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
１
人
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
山
梨
県
初
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し

て
、
本
町
を
は
じ
め
全
国
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
体
育
館
の
南
側
に
建
設
い
た
し
ま
し
た
「
町
民

プ
ー
ル
」
は
、
そ
の
管
理
運
営
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
と

す
る
た
め
、『
指
定
管
理
者
』
に
委
託
す
べ
く
、
現
在
募
集

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。  

　
町
民
プ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
定

管
理
者
を
決
定
し
、
そ
し
て
開
設
の
た
め
の
諸
準
備
を

行
う
た
め
、
８
月
の
予
定
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

　
な
お
、
指
定
管
理
者
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
な
ら
、
そ

の
利
用
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
、
町
広
報
に
お
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
富
士
五
湖
異
業
種
グ
ル
ー
プ
「
光
友
倶
楽
部
」（
梶
原

秀
博
会
長
）
か
ら
、

町
の
各
施
設
で
使

用
い
た
だ
き
た
い

と
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
10
万
円
分

の
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
２
月
１
日
、
平
成
19
年
度
山
梨
県
保
育
大
会
が
行
わ

れ
、
そ
の
中
で
第
４
回
手
作
り
お
や
つ
展
・
県
保
育
所
保

護
者
連
合
会
長
賞
に
大
石
保
育
所
の
「
お
か
ら
き
な
こ

ド
ー
ナ
ッ
ツ
」
が
、
第
21
回
い
き
い
き
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
特
別
賞
に
こ
も
も
保
育
所
の
宮
下
五
月
保
育
士
の
作

品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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　新年度に入り町では、情報公開と住民参画を推進するため、「各地区懇談会」

を開催いたします。町からは平成２０年度の主要事業と富士山世界文化遺産につ

いての説明をさせていただき、住民の皆さんからは町政に対する要望などを出

していただくという内容で行います。

　是非、大勢の住民の皆さんに参加していただきますようお願いします。

「各地区懇談会」を開催します

４月  ７日（月） 上九一色コミュ二ティセンター 富士ヶ嶺１２１９-１ 上九一色地区

長浜１２２２ 足和田地区

勝山４０２９-５ 勝山地区

河口６-１ 河口地区

大石７２ 大石地区

船津１７００ 船津・浅川地区

小立６７７ 小立地区

足和田老人福祉センター２階

勝山ふれあいセンター２階

河口福祉センター２階

大石福祉センター２階

町役場コンベンションホール

小立福祉センター２階

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

４月  ８日（火）

４月  ９日（水）

４月１０日（木）

４月１５日（火）

４月１６日（水）

４月１７日（木）

●問合先　町役場企画課企画調整係　TEL　７２-１１２９

開催日程

日　程 時　　間 会　　　　　　場 対象地区

■世界遺産とは

　　ユネスコの世界遺産委員会が、各締約国からの推薦に基づき、顕著な普遍的価値を有する文化遺産、自然遺産を

　世界遺産一覧表に記載。平成19年7月現在、世界で851件が登録されている。

　（文化遺産：660件、自然遺産：166件、複合遺産：25件）

■世界文化遺産の主な登録条件

　○顕著な普遍的価値の証明　

　　・国内及び国外的にも類例のない文化遺産であること（資産の真実性・完全性の証明がなされていることなど）

　○国内における万全な保護措置

　　・推薦資産が立法措置、規制措置で保護されていること。⇒文化財保護法による指定

　　・推薦資産（コアゾーン）の周囲にこれを保護するための緩衝地帯（バッファゾーン）を設けること⇒景観保全の　

　 　 ための条例による利用規制など　　

　・�管理計画を策定すること⇒包括的保存管理計画の策定

■富士山の世界遺産登録までの手続き

　経過：平成19年1月23日、文化審議会世界文化遺産特別委員会において「富士山」などの4件を暫定一覧表へ追　　

　    加記載することに決定し、文化庁は同年1月30日に、ユネスコ世界遺産委員会へこの暫定一覧表を提出した。

　現状：ユネスコ世界遺産委員会への正式推薦書の作成準備に入っている。そのためには登録条件にある、コアゾ

　　　ーンやバッファゾーンを確定するとともに、万全な保護措置などを整える必要があり、現在その準備が始ま

　　　ったところです。

　今後：推薦書が整い提出すると、国際記念物遺跡会議（ＩＣＯＭＯＳ）が現地調査を行い、ユネスコ世界遺産委員会で

　　　 審査･登録の可否を決定します。

富士山世界文化遺産登録にかかる基本的な事項について
簡単に紹介します。
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こんな
ことに

　チャ
レンジ

!
ウォーキングは、
最も効果的な有酸素運動

ーからだによい歩き方ー

・腰から足を
　振りだす気持ち

・リズミカルに

・なるべく
　歩幅を大きく

体調に合わせて

ふつうの速度から

だんだん早足に

・１日１万歩は遠いけど、１０分歩けば今より千歩増やせます。

・４月２９日は町民皆歩の日　レッツウォーキング♪

　外を歩くことが気持ちよい季節となってきました。健康のために運動を始めてみようとお考えのみなさん、まずはウォー

キングなど始めてみませんか？

　健康づくりのための身体活動量の目標として１日１万歩といわれています。しかし一般的な平均の歩数は男性7,532歩、女

性6,446歩でした。（※平成16年国民健康・栄養調査より）　みなさんはいかがでしょうか。歩数計を用いて歩数を図ること

は、体重を測るのと同様に手軽に出来ますので、ぜひ始めてみましょう。

　�歩数を歩行時間で覚えましょう。10分間歩くと約

　　1,000歩です。

　�歩数を生活の行動パターンとして身体で覚えましょ

　　う。例えばスーパーへの買い物は何歩、通勤は何歩、

　　といった具合です。

　�最初から欲張らないことです。4,000歩増やす場合で

　　も、まずは1日1,000歩増やすことから始め、3ヶ月かけ

　　て徐々に4,000歩増やせば良いのです。

　�歩行は連続しなくても構いません。1日の合計が1万　

　　歩（1週間の場合が7万歩）になるようにしましょう。

　�日常生活の中で歩行によって移動する機会を出来る

　　だけ多く作りましょう。

　�歩行に目的をもたせましょう。休日にはショッピング 

　　に出かけたり、史跡を訪ねたりするのも良いでしょう。

　運動を行なうにあたっては、週当たりの総運動量が基準

値に達しているかが大切です。目標を決めても３日坊主に

なってしまう・・という方も週当たりの運動量と考えると、

平日は時間がないけど週末まとめて実施するという方法

があります。例えば速歩を行なう場合であれば週１回60分でも、週6回10分ずつでも自分のライフスタイルに合わ

せて行なえばよいのです。

　運動が嫌い、不得意、行なう自信がない、時間がないというあなた、運動ではなく生活活動を増やすことでも運動

の効果として生活習慣病の予防が出来ます。具体的には散歩、通勤による歩行、階段上り、床そうじ、庭仕事、洗車、

物を運ぶ、子どもと遊ぶことなどの活動を毎日60分程度行なうことを目指しましょう。特別な時間をとらなくても、

家事を行いながらの「ながら」体操も実施できます。

歩行習慣を身につけるための � のポイント

〔表の見方〕 

体重４０Kgの人が普通歩行を２０分間行なった

場合、エネルギー消費量は３０kcalとなります。

体重５０Kgの人が速歩を1時間行なった場合、

エネルギー消費量は１６０kcalとなります。

運動で消費するエネルギー量参 考

運　動 普通歩行 速　歩 軽いジョギング ランニング

４０ｋｇ ３０kcal ３０kcal ３５kcal ４０kcal

５０ｋｇ ３５kcal ４０kcal ４５kcal ４５kcal

６０ｋｇ ４０kcal ４５kcal ５５kcal ５５kcal

７０ｋｇ ５０kcal ５５kcal ６０kcal ６５kcal

８０ｋｇ ５５kcal ６５kcal ７０kcal ７５kcal

時　間

体　重 エ ネ ル ギ ー 消 費 量

２０分 １５分 １０分 ８分

今月のやってみよう今月のやってみよう今月のやってみよう今月のやってみよう今月のやってみよう今月のやってみよう



広
報
富
士
河
口
湖

　
５

いよいよ花づくりの好期到来！
　ここ数年では特に寒さが厳しかった冬も過ぎ、ようやく花壇の土もゆるんできました。春の遅い富士河口湖の

皆さんもガーデニングの『虫』がうずいてきたことと思います。

　町では、そんな皆さんに思いっきり花づくりを楽しんでいただくために、次のような制度を用意しています。

花壇計画に思いをめぐらせる前にお読みいただき、是非ご活用いただきたいと思います。

●『花の種銀行』が新品種入荷でリ二ューアル。
　花の種銀行は、利用される皆さんにご希望の花の種を配布し、花づくりを楽しんでいただき、もしも立派な種

が収穫できた時には配布相当分と余裕があれば利子を少しつけて返却していただき、次の利用者に配布するしく

みで、今年で４年目になります。この４月からは、少し面倒だった貸し出し手続きを簡略にし、さらに新しい品

種の種をそろえて皆様のご利用をお待ちしています。

●花の苗をまとめて購入したら『まちなみ飾花補助金』の申請を忘れずに!
　＜飾花補助の基準について(概要)＞

・花の苗及び花木

　飾花(露地植え及びプランター等利用)の補助対象は、まちなみの景観を形成しているものとし、公道に接する部分

の奥行き２ｍ以内に植えられたもの（間口が５ｍ以上ある場合の奥行きは見通せる範囲）。

　また、家屋の壁やバルコニーに吊り鉢等を利用した飾花は、公道から確認できる範囲とします。いずれの飾花に

ついても花苗は２５本以上、花木は１０本(樹高1.5ｍ以上)以上購入した場合とします。

・飾花器材

　プランター、各種ポット、吊り鉢、ハンギング･バスケット等については、５個以上(原則として、環境にやさしい器

材)とし、潅水装置については１基から対象とします。

☆詳しくは町役場環境課（℡７２－３１６９）へ

花の苗

及び花木

飾花器材

補助対象基本額 補助率 限度額

花の苗１本当り１２０円を限度額とします

花木１本当り５，０００円を限度額とします ２／３

飾花器材１個当りの単価

２０，０００円

３０，０００円

３０，０００円

〔一般家庭・小規模営業所〕の補助額

花の苗

及び花木

飾花器材

補助対象基本額 補助率 限度額

花の苗１本当り１２０円を限度額とします

花木１本当り５，０００円を限度額とします ２／３

飾花器材１個当りの単価

１５０，０００円

〔大規模営業所（旅館・企業等）〕の補助額

スイートアリッサム

スカビオサ

デルフィニューム

ゴッホのヒマワリ

ココア（ヒマワリ）

ポピー

小さな花が密生して地表をはう姿が美しく白、赤、ピンク、淡紫など６色ミックスで花壇の縁取り
などにおすすめです、別名ニワナズナ

赤・紫・青・空・白など美しい花色が混合する西洋マツムシ草

草丈１ｍ、豪華な花穂は切り花としても人気です、青紫を中心としたミックス

一重から八重まで様々な花形が咲きそろう姿はまさしくゴッホの絵のよう

名が示すとおり濃い赤褐色の中輪の花がとても新鮮なヒマワリ

草丈２５ｃｍとコンパクトながら花は大輪、オレンジ・黄・ピンク・白ミックス

☆今後も魅力的な品種の種を随時追加していきますのでお楽しみに

３月入荷の種
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[揺れが起きた時どんな場所にいるか]

家庭を守る防災対策家庭を守る防災対策 Part１５

管理課 防災係　℡ 72-6013

｢春の全国交通安全運動｣｢春の全国交通安全運動｣
平成２０年４月６日(日)から４月１５日(火)までの１０日間

〔運動の基本〕

　子どもと高齢者の交通事故防止

〔運動の重点〕

　１　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　２　自転車の安全利用の推進

　３　飲酒運転の根絶

　４月に入り、黄色いランドセルを背負った新１年生が元気に学校へ通い始めました。ま

だ交通行動が不慣れですので、子供たちを見かけましたら、思いやりのある運転をお願

いします。また、道路交通法の改正により、後部座席のシートベルト着用が義務付けら

れます。(平成２０年６月１９日までに施行)　全ての座席でシートベルト・チャイルドシー

トを着用しましょう。

　さらに飲酒運転は悲惨な交通事故につながります。｢飲酒運転は絶対にしない！｣を、家庭・職場

・地域ぐるみで推進しましょう。

　１人ひとりが交通安全に心がけ交通事故を防ぎましょう。

　地震は、家にいる時にだけ襲ってくるとは限りません。いつ、どんな時でも慌てずに行動出来るように、日

頃からシミュレーションしておく必要があります。スーパーなどへの買物等、外出先で地震が起きた場合を考

えてみましょう。買物先は、時間や曜日で異なるものの大勢の人でにぎわう場所です。しかも、年齢層も幅広

く、高齢者から小さな子どもまで集まる場所です。そのような時に大きな地震に遭遇した場合に考えられるの

は、パニックです。

　突然の大きな揺れに、誰かが大声で叫びながら逃げ出したりすると、他の人の気持ちも

あおられ全体がパニックにおちいり、出口や階段などに逃げまどう人たちが殺到し将棋だ

おしになるなどの大事故が発生する恐れがあります。

　もし買物先で地震が発生したら、陳列棚の商品など転倒や落下しやすいところから離れ

て揺れのおさまるのを待ち、店内のアナウンスや店員の指示に従い行動して下さい。また

店内に入ったら、非常口がどこにあるかも確認しておきましょう。

幹部候補生

２０歳以上
２６歳未満の者
（２２歳未満の者は
大卒(見込含)）

専門の大卒（見込含）
２０歳以上３０歳未満
（薬剤は２６歳未満の
者(薬学修士学位取得者
は２８歳未満)）

１８歳以上
３４歳未満の者

１８歳以上
保有する技能に応じ
５３歳～５５歳未満
の者

第１回
平成２０年１月７日～
平成２０年４月１４日

第２回
平成２０年７月２２日～
平成２０年１０月１０日

第１回
平成２０年４月１９日

第２回
平成２０年１０月下旬

※第１回で採用予定者
　数を採用した場合、
　第２回は実施しない

平成２０年４月上旬～
５月上旬

平成２０年５月下旬

入隊後約１年で３等陸・海・
空尉大学院修士学位取得者
は２等陸・海・空尉

免許取得後歯科は２等陸・
海・空尉薬剤科は入隊後約
１年で３等陸・海・空尉

３年間で５０日間訓練参加
後予備自衛官として任用

２年間で１０日間訓練参加
後予備自衛官として任用

予備自衛官補

一
般
・
技
術

一
般

技
　
能

歯
科
・
薬
剤

 区　分 願書受付期間 第１次試験 概　　要
資格募集種目

問合せ：自衛隊山梨地方協力本部　大月地域事務所　　住所　大月市御太刀2-8-10     � 0554-22-1298

平成20年度　自衛官等募集案内
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「河口湖環境整備推進ワーキング」の取り組み

河口湖環境整備推進委員会およびワーキングについて

河　口　湖　の　水　質　調　査

河口湖を守るために、日々の生活の見直し

　「河口湖環境整備推進委員会・ワーキング」は、河口湖にかかわる地元の様々な機関から集まり、湖や周辺環境の

整備を話し合う組織です。

　平成１５年度、河口湖環境整備計画策定委員会において、河口湖の環境整備にかかわる基本的な方針や整備の方向

性が議論され『河口湖環境整備計画-基本計画-』が策定されました。

　平成１６年度より、基本計画の実現に向けて河口湖環境整備推進委員会およびワーキングを定期的に開催し、各組

織・団体が進める河口湖環境整備活動間の調整を図ってきました。

　今回調べた６つの流入河川・水路の水質調査結果は下の図のとおりで、いずれもどこかの項目で環境基準を超過し

ていましたが、河口湖自身の水質に問題はありませんでした。

　これは、流入河川・水路の水質に多少の問題があっても、湖の自浄作用が働いて健康が維持されている証拠です。

流れ込む水をきれいに保てば、河口湖をより健康にすることができます。

　町民一人一人が心がけることで、河口湖の水質がこれ以上汚れることを防ぎます。

日々の暮らしを見直し、できることに取り組みながら、みんなできれいな河口湖を守っていきましょう！！

Ｈ１５年度　河口湖環境整備計画策定委員会

　・河口湖環境整備基本計画　策定

Ｈ１６～１９年度　河口湖環境整備推進委員会・ワーキング

　・現地視察等による河口湖の現状把握

　・拠点整備基本計画検討

　・ソフト的施策展開の話し合い▲

これまでの動き

調査の概要

調査結果　～河口湖の健康を維持するために～

河口湖の水質を良くする
ために、町民でできる取り
組みとして「水質調査」を
行いました。

水質調査の方法 今回の調査で用いたパックテストは、３つの
ステップで誰でも簡単に水質をはかること
ができます。

日　　時

メンバー

調査場所

調査方法

平成１９年５月１２日（土）

河口湖環境整備推進ワーキング

河口湖1ヶ所、流入河川等第６ヶ所

パックテストによる簡易調査

日常生活

見直しポイント
食器の汚れは
ふき取ってから洗う

三角コーナーを活用し、
食べ残しを流さない

下水道に接続する
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企
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

都
市
整
備
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

奨
励
金
の
額

……………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………

　
ご
み
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
に
つ
い
て
は
、
町
民
カ
レ
ン

ダ
ー
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
４
月
29
日
（
火
）
の
祝

日
収
集
が
な
い
た
め
次
の
と
お
り
４
月
30
日
（
水
）
に
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
収
集
を
行
い
ま
す
。

■
船
津
・
浅
川
地
区
　
燃
え
る
ご
み

■
上
九
一
色
地
区
　 

燃
え
る
ご
み

■
足
和
田
地
区
　
　 

燃
え
な
い
ご
み

　
な
お
、
５
月
の
祝
日
等
に
つ
い
て
は
、

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
の
収
集
と
な
り
ま
す
。

　
湖
畔
を
中
心
に
、
町
全
域
の
一
斉
清
掃
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
美
化
意
識
の
高
揚
と
河
口
湖
及
び
西
湖
、
精
進
湖
、

本
栖
湖
の
環
境
美
化
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
４
つ
の
湖
に
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
「
富

士
河
口
湖
町
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
４
月
27
日
（
日
）
に
行
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
河
口
湖
地
区

　
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

　
※
雨
天
の
場
合
は
、
防
災
無
線
等
で
中
止
の
連
絡
を
し
ま
す
。
　

　
船
津
地
区
　
大
池
公
園
に
集
合

　
小
立
地
区
　
八
木
崎
公
園
に
集
合

　
大
石
地
区
　
大
石
公
園
に
集
合

　
河
口
地
区
　
河
口
湖
美
術
館
駐
車
場
に
集
合

　
※
勝
山
・
足
和
田
・
上
九
一
色
地
区
に
つ
い
て
は
、
時
間
・

　
　
場
所
等
を
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
に
住
宅
を
新
築
又
は
新
築
住
宅
を
購
入
さ
れ
た
方
で
、

町
に
定
住
の
た
め
配
偶
者
を
伴
い
新
規
に
転
入
さ
れ
た
方

（
夫
婦
共
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
）
は
、
新
築
住
宅
の
奨
励

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

　
　
40
万
円
（
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
建
築
確
認
申
請
を
提
出 

 

　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
物
件
）

　
　
30
万
円
（
平
成
19
年
10
月
１
日
以
前
に
建
築
確
認
申
請
を
提
出

　
　
　
　
　
　
さ
れ
奨
励
金
制
度
の
該
当
期
間
内
の
物
件
）

●
問
合
先
　
町
役
場
企
画
課
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
72
‐
１
１
２
９

　
町
で
は
、
本
町
が
発
注
す
る
小
規
模
な
工
事
及
び
修
繕
に

お
い
て
、
町
内
の
事
業
者
に
積
極
的
に
受
注
機
会
の
拡
大
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
「
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
」

制
度
を
新
た
に
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
契
約
は
、
内
容
が
軽
易
で
、
か

つ
履
行
の
確
保
が
容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
予

算
額
が
１
３
０
万
円
未
満
の
も
の
で
す
。

　
登
録
で
き
る
方
は
、
町
内
に
主
た
る
事
業
所
（
本
社
、

本
店
）
を
有
す
る
法
人
又
は
住
所
を
有
す
る
個
人
で
す
。

　
申
請
す
る
に
は
�
申
請
書
、
�
町
税
納
付
状
況
報
告
兼
調

査
同
意
書
又
は
町
税
の
納
税
証
明
書
、
�
法
人
に
あ
っ
て
は

登
記
事
項
証
明
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
身
分
証
明

書
、
�
必
要
な
資
格
、
許
可
等
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
申
請
書
の
様
式
は
、
町
役
場
管
理
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　
申
請
の
受
付
は
、
５
月
１
日
か
ら
５
月
30
日
ま
で
で
、

有
効
期
間
は
、
６
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

●
問
合
先
　
町
役
場
管
理
課
　
�
72
‐
６
０
１
３

　
町
で
は
、
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
の

補
助
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
お
住
ま
い
の
住
宅
に
つ
い
て
の

安
全
性
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
、「
無
料
耐
震
診
断
及
び
耐
震

改
修
補
助
」
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
下
さ
い
。

◇
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

　
◆
内
　
容
　
木
造
住
宅
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
無
料
耐
震
診
断
。
（
費
用
に
つ
い
て
は
町

　
　
　
　
　
　
が
国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
負

　
　
　
　
　
　
担
し
ま
す
。
）

　
◆
対
象
住
宅

　
・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
２
階

　
　
建
て
以
下
の
住
宅
。

　
・
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
述
べ

　
　
床
面
積
の
過
半
が
住
宅
と
し

　
　
て
使
用
さ
れ
て
い
る
住
宅
。

※
上
記
の
条
件
を
満
た
し
て
い
て

　
も
規
模
・
仕
様
等
で
対
象
に
な

　
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
申
込
み
時
に
ご
確
認
下
さ
い
。

収
集
日
の
休
日
に
伴
う
代
替
収
集
に
つ
い
て

富
士
河
口
湖
町
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

新
築
住
宅
奨
励
金
制
度
に
つ
い
て

「
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
」
に
つ
い
て

地
震
に
備
え
て
の
木
造
住
宅
の

 
 

無
料
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
補
助
の
お
知
ら
せ
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農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
、
サ
ル
の

　
　
　
　
　
管
理
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
！

会
員
の
要
件

フ
ァ
ミ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
し
く
み

　
お
子
さ
ん
を
預
か
る
こ
と
（
サ
ポ
ー
ト
）
は
５
月
開

始
で
す
が
、
急
に
「
子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
！
」
と

い
う
と
き
に
備
え
て
早
め
の
会
員
登
録
を
お
勧
め
し

ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

……………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………

◇
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
に
つ
い
て

　
◆
内
　
容
　
木
造
住
宅
を
耐
震
改
修
す
る
際
に
町
が
一

　
　
　
　
　
　
部
費
用
を
負
担
し
ま
す
。（
町
が
国
・
県
の
補

　
　
　
　
　
　
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
一
部
負
担
し
ま
す
。）

　
◆
対
象
事
業

　
・
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
化
の
必
要
が
あ
る

　
　
（
総
合
評
点
1
・
0
未
満
）
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
耐
震

　
　
改
修
（
総
合
評
点
を
1
・
0
以
上
に
）
す
る
事
業
。

　
◆
補
助
金
額

　
・
最
大
で
80
万
円
ま
で
。（
高
齢
者
世
帯
、
障
害
者
世
帯
等

　 
 

に
つ
い
て
は
最
大
で
１
０
０
万
円
ま
で
。
）

※
上
記
以
外
に
も
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い

　
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
町
役
場
　
都
市
整
備
課
　
都
市
計
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
72
‐
１
９
７
６

★
期
　
間
　
４
月
１
日
（
火
）
～
６
月
30
日
（
月
）

　
増
え
す
ぎ
た
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
を
減
ら
し
、
農
作
物

の
被
害
を
減
ら
す
た
め
、
山
梨
県
特
定

鳥
獣
保
護
管
理
計
画
に
基
づ
く
個
体
数

調
整
の
た
め
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
に
農
作
業
に
従
事
す
る
方

や
山
野
散
策
を
す
る
方
な
ど
は
十
分

注
意
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

実
施
区
域
：
町
全
域
（
本
栖
猟
区
、
本
栖
放
鳥
猟
区
、
富
士
山
北
鳥

　
　
　
　
　
　
獣
保
護
区
の
一
部
、
富
士
北
麓
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区

　
　
　
　
　
　
域
の
一
部
、
勝
山
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
含
む
。
）

実
施
方
法
：
銃
器
・
ワ
ナ
に
よ
る
捕
獲
（
富
士
北
麓
及
び
勝
山
特

　
　
　
　
　
　
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
は
ワ
ナ
の
み
）

実
施
予
定
日

　
○
富
士
ケ
嶺
地
区
　
　
毎
週
木
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

　
○
本
栖
・
精
進
地
区
　
　
毎
週
月
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日

　
○
河
口
湖
・
足
和
田
・
勝
山
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
週
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
狩
猟
事
故
防
止
の
た
め
に

　
・
入
山
す
る
際
は
、
で
き
る
だ
け
目
立
つ
服
装
を

　
・
音
の
鳴
る
も
の
（
鈴
、
ラ
ジ
オ
な
ど
）
を
携
帯

　
・
土
曜
日
・
日
曜
日
は
特
に
注
意
！

　
・
ワ
ナ
の
設
置
標
識
が
あ
る
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
！

●
問
合
先
：
町
役
場
農
林
課
　
�
72
‐
１
１
１
５

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、「
子
育
て
の
手
助

け
を
し
て
ほ
し
い
人
（
お
ね
が
い
会
員
）
」
と
「
子
育
て
を
手

助
け
し
た
い
人
（
ま
か
せ
て
会
員
）
」
が
会
員
と
な
り
、
地
域

の
子
育
て
を
お
互
い
に
支
え
あ
う
会
員
組
織
で
す
。

　
５
月
の
セ
ン
タ
ー
開
所
に
向

け
て
、
４
月
よ
り
「
お
ね
が
い
会

員
」
と
「
ま
か
せ
て
会
員
」
を
募
集

し
ま
す
。

「
お
ね
が
い
会
員
」
町
内
に
お
住
ま
い
の
０
歳
か
ら
小
学

　
　
　
　
　
　
　
　
生
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
。

「
ま
か
せ
て
会
員
」
町
内
に
お
住
ま
い
の
心
身
と
も
に
健

　
　
　
　
　
　
　
　
康
な
方
で
、
町
で
行
う
※
「
ま
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
て
会
員
養
成
講
座
」
を
受
講
し
た
方
。

※
「
ま
か
せ
て
会
員
養
成
講
座
」
に
つ
い
て
は
、
お
問
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。
保
育
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
や
「
子
育
て

　
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
済
み
の
方
な
ど
は
、「
ま

　
か
せ
て
会
員
養
成
講
座
」
の
受
講
を
免
除
す
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

　
【
登
録
場
所
】 

町
役
場
福
祉
推
進
課
窓
口

　
　
　
　
　
　 

（
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

　
【
必
要
な
物
】 

本
人
の
顔
写
真
（
縦
４
�
×
横
３
�
）
２
枚

　
　
　
　
　
　 

養
成
講
座
の
修
了
証
・
資
格
証
明
書
等

　
仕
事
な
ど
で
平
日
会
員
登
録
を
で
き
な
い
方
を
対
象
に

次
の
日
程
で
「
会
員
登
録
会
」
を
行
な
い
ま
す
。

【
日
　
時
】
４
月
19
日
（
土
）
午
前
９
時
～
12
時

【
会
　
場
】
町
中
央
公
民
館
２
Ｆ
　
第
二
研
修
室

【
持
ち
物
】
本
人
の
顔
写
真
（
縦
４
�
×
横
３
�
）
２
枚

　
　
　
　
養
成
講
座
の
修
了
証
・
資
格
証
明
書
等

○
ど
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
る
の
？

　
保
育
所
な
ど
の
開
始
前
や
終
了
後
、
保
育
所
や
塾
等
へ
送

迎
、
お
子
さ
ん
の
軽
度
の
病
気
時
や
保
護
者
の
急
用
時
な
ど

に
お
子
さ
ん
を
預
か
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
お
子
さ
ん
を
預
か
る
場
所
は
、
原
則
「
ま
か
せ
て
会
員
」
の

自
宅
で
、
宿
泊
を
伴
う
預
か
り
は
、
行
な
い
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
た
め
、
補
償
保
険
に
加
入
し
ま
す

（
保
険
料
は
町
が
負
担
し
ま
す
）
。

会
員
登
録
会
を
開
催
し
ま
す
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富
士
北
麓
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が

　
開
設
さ
れ
ま
す
。

平
成
20
年
度 

　
委
託
事
業
所
は
、先
の
と
お
り
で
す
。

�PalーPal(パルパル)

�富士聖ヨハネ学園

�けやき

�富士吉田市
　地域福祉交流センター �富士吉田市

　社会福祉協議会

……………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………

○
利
用
料
は
？

＊�

「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
「
謝
礼
金
」
と
し
て
利
用
料
を

支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
１
時
間
７
百
円
～
８
百
円
。
兄

弟
な
ど
の
人
数
に
よ
っ
て
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
か
せ
て

会
員
が
自
家
用
車
を
利
用
し
た
場
合
は
、
キ
ロ
当
た
り
４
０

円
の
交
通
費
。

●
詳
し
い
こ
と
は
、
町
役
場
福
祉
推
進
課

　
　
　
　
（
�
72
‐
６
０
２
８
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
富
士
吉
田
市
・
西
桂
町
・
忍
野
村
・
山
中
湖
・
富
士
河

口
湖
町
・
鳴
沢
村
の
６
市
町
村
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
広

域
で
障
害
者
相
談
支
援
事
業
を
は
じ
め
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
み
な
さ
ん
が
地
域
で
安
心
し
て
自
分
ら
し

い
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
が
委
託
し
た
４
つ
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
支
援

専
門
員
が
、
い
ろ
い
ろ
な
支
援
を

し
ま
す
。

　
お
困
り
な
こ
と
、
不
安
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
相
談
は

無
料
で
す
。
ま
ず
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

●
ど
ん
な
相
談
が
で
き
ま
す
か
？

　
『
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
ま
す
か
？
』
な
ど
、
各
種

福
祉
制
度
の
利
用
援
助
や
、
社
会
資
源
活
用
の
支
援
に
つ

い
て
、
『
働
き
た
い
ん
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す

か
？
』
な
ど
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
、

　
『
将
来
、
ど
の
よ
う
に
生
活
し
た
ら
い
い
か
一
緒
に
考
え

て
ほ
し
い
』
な
ど
社
会
生
活
力
を
高
め
る
支
援
に
つ
い
て
、

　
『
お
金
の
管
理
が
苦
手
』『
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
』

な
ど
権
利
擁
護
に
つ
い
て
、

　
『
同
じ
障
害
の
あ
る
人
と
話
を
し
た
い
』
な
ど
ピ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

↓
相
談
は
、『
電
話
』『
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
の
面
接
』『
家
庭
訪

問
』『
フ
ァ
ッ
ク
ス
』『
メ
ー
ル
』
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

『
け
や
き
』：
富
士
吉
田
市
下
吉
田
６
６
６
７
番
地

　
　
（
富
士
急
行
線
よ
し
池
温
泉
駅
下
車
。
徒
歩
１
分
。
）

　
●
電
話
：
24-

８
８
６
２

　
●f

a
x
 

…
24-

８
８
６
３

　
●
担
当
者
：
高
戸
美
矢
子
・
渡
辺
典
子

『
富
士
吉
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
』

�
福
祉
ホ
ー
ル
：
富
士
吉
田
市
下
吉
田
１
９
０
０-

１

　
●
電
話
：
24-

２
９
４
０

　
●f

a
x
 

…
22-

9
9
7
7

　
●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：s

h
a
k
y
o
@
f
g
o
.
j
p

　
●
担
当
者
：
柏
木
章
人

�
交
流
セ
ン
タ
ー
：
富
士
吉
田
市
上
吉
田
２
０
４
２

　
●
電
話
：
20-
１
１
０
０

　
●f

a
x

… 

20-
１
１
０
８

　
●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：k

j
u
s
a
n
@
f
g
o
.
j
p

　
●
担
当
者
：
藤
江
千
歳(
精
神)

、
渡
辺
正
人(

知
的)

『
富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
』： 

忍
野
村
忍
草
２
７
４
８

　
　
（
富
士
急
行
『
サ
ン
パ
ー
ク
ふ
じ
』
バ
ス
停
下
車
5
分
）

　
●
電
話
：
23-

５
１
５
５

　
●f

a
x
 

…
23-

５
１
５
７

　
●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　y

o
h
a
n
e
1
2
0
0
1

＠y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
p

　
●
担
当
者
：
田
形
初
美
　
田
中
公
彦

『p
a
l
-
p
a
l

（
パ
ル
パ
ル
）
』 

：
小
立
２
４
８
７-

４

　
　
（
富
士
急
行 

西
湖
民
宿
村
行
『
林
』
バ
ス
停
下
車
１
分
）

　
●
電
話
：
0
8
0
（
1
1
6
4
）5
1
3
1

　
●f

a
x
 

…
83-

３
１
７
１

　
●
担
当
者
：
相
川
敏
男
・
堀
内
千
波

※
ど
の
セ
ン
タ
ー
も
、
社
会
福
祉
に
か
ん
す
る
専
門
的
な

　
知
識
を
も
っ
た
相
談
支
援
員
が
て
い
ね
い
に
対
応
し
ま

　
す
。
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平成２０年度 町税等の納期をお知らせいたします。

納期月 税　　　　 目　　　　 別　　　　 納　　　　 期�

5 月

4 月

6 月

7 月

8 月

9 月

１０月

１１月

１２月

1 月

2 月

3 月

固定資産税
１期（全納）

固定資産税 
２　期

固定資産税
３　期

固定資産税
４　期

国民健康保険税
１　期

国民健康保険税
２　期

介 護 保 険 料
１　期

介 護 保 険 料
２　期

国民健康保険税
３　期

介 護 保 険 料
３　期

国民健康保険税
４　期

介 護 保 険 料
４　期

国民健康保険税
５　期

介 護 保 険 料
５　期

国民健康保険税
６　期

介 護 保 険 料
６　期

国民健康保険税
７　期

介 護 保 険 料
７　期

後期高齢者
医療保険料
１　期

後期高齢者
医療保険料
２　期

後期高齢者
医療保険料
３　期

後期高齢者
医療保険料
４　期

後期高齢者
医療保険料
５　期

後期高齢者
医療保険料
６　期

後期高齢者
医療保険料
７　期

後期高齢者
医療保険料
８　期

国民健康保険税
８　期

介 護 保 険 料
８　期

町 県 民 税
１期（全納）

町 県 民 税
２　期

町 県 民 税
３　期

町 県 民 税
４　期

軽自動車税
１　期

※月末が納期限となります。また、月末が土､日もしくは祝日の場合は翌日となります。ただし、１２月に

　ついては２５日が納期限となりますのでご注意ください。�      �

※何か不明なことがありましたら、町役場税務課収納係までご連絡ください。�

　■ 富士河口湖町役場 税務課 収納係　 電話　７２－１１１３（直通）　ﾌｧｯｸｽ ７２－６０２７

　　　　　　　　　　町税等の納付は､便利で確実な「口座振替」で！

山梨県地方税滞納整理推進機構がスタートします。
　町では町税等の滞納処分を強化しているところですが、町税等を納税した皆さんとの公平を保ち、滞納の

解消を図るために、山梨県及び県内２８市町村で構成する山梨県地方税滞納整理推進機構に参加します。

　今後町では、機構と協働で町税等を滞納し、納税指導等に従わない方に対し差押え等の処分を強力に推進

します。詳しいことは、次号の広報誌でお知らせします。

【問合せ先】 税務課収納係　℡７２‐１１１３

４月より
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〈
勝
山
富
士
見
線
〉

歩道 ２.０m 車道 ５.０m

７.０m

▲位置図

▲整備イメージ

勝山中央通り線

県道鳴沢・河口湖線

大嵐小学校

大嵐町営住宅

国道139号線

整備予定箇所

小立土地区画

整理事業区域

凡　例

既存道路区間

新規整備区間

戸
籍
の
窓
口
で
の
「
本
人
確
認
」
が

５
月
１
日
か
ら
法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
す
！

　
戸
籍
は
、
結
婚
や
離
婚
、
親
子
関
係
な
ど
が
記
載
さ
れ

る
大
切
な
も
の
で
す
。
こ
の
戸
籍
の
証
明
書
が
、
他
人
に

不
正
に
取
得
さ
れ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
他
人
が
虚
偽
の
届

出
を
し
、
戸
籍
に
真
実
で
な
い
記
載
が
さ
れ
な
い
よ
う
今

度
の
法
律
で
、
戸
籍
の
窓
口
で
の
「
本
人
確
認
」
が
ル
ー

ル
に
な
り
ま
し
た
。

戸
籍
窓
口
で
戸
籍
証
明
書
を
も
ら
う
に
は

●
窓
口
に
こ
ら
れ
た
方
に
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

　
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
写
真
付
き
本

　
人
確
認
書
類
）
の
提
示
を
求
め
ま
す
。

●
代
理
人
や
使
い
の
方
に
つ
い
て
は
、
委
任
状
な
ど
の
書

　
面
に
よ
り
代
理
権
限
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

郵
送
で
戸
籍
証
明
書
を
も
ら
う
に
は

●
本
人
確
認
書
類
の
写
し
を
同
封
し
、
返
送
先
は
現
住
所

　
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

戸
籍
の
届
出
（
養
子
縁
組
、
協
議
離
縁
、
婚
姻
、
協
議
離
婚
、

　
認
知
な
ど
＝
縁
組
等
）
を
す
る
場
合
に
は

●
窓
口
に
こ
ら
れ
た
方
の
「
本
人
確
認
」
を
行
い
ま
す
。

●
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
が
、
縁
組
等
の
ご
本
人
で
あ
る
と

　
確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
縁
組
等
な
ど
の
届
出

　
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を
ご
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

●
自
分
自
身
が
窓
口
に
来
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合

　
に
は
、
縁
組
等
の
届
出
を
受
理
し
な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ

　
め
市
区
町
村
長
に
申
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
「
不
受

　
理
申
出
」
）
。
こ
の
「
不
受
理
申
出
」
及
び
そ
の
取
下
げ
は
、

　
市
区
町
村
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、「
本
人
確

　
認
」を
行
い
ま
す
。

●
戸
籍
の
窓
口
で
の
「
本
人
確
認
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

役
場
総
合
窓
口
課
（t

e
l

72
‐
１
１
１
4
）
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
現
在
町
で
は
中
心
市
街
地
の
活
性
化
及
び
地
域
の
歴
史
・

文
化
・
自
然
環
境
等
の
特
性
を
活
か
し
た
人
口
定
着
、
観
光

観
光
交
流
等
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、「
河
口
湖
南
部
地
区
」

・「
河
口
湖
船
津
地
区
」・「
西
湖
地
区
」・「
河
口
湖
北
岸
地
区
」

・「
精
進
湖
・
本
栖
湖
地
区
」
の
５
地
区
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
河
口
湖
南
部
地
区
に
お
け
る
事
業
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

　
大
嵐
地
区
、勝
山
地
区
の
既
存
道
路
の
拡
幅
、歩
道
の
設
置

を
行
い
、ま
た
、大
嵐
公
営
住
宅
付
近
か
ら
小
立
土
地
区
画
整

理
事
業
区
域
ま
で
の
東
西
間
を
直
結
さ
せ
る
た
め
の
新
規
路

線
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
地
区
内
外
へ
の
交
通
利
便
性
の

向
上
と
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
度
に
大
嵐
地
区
、
勝
山
地
区
の
一
部
区
間
に
つ
い
て

整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
残
り
の
区
間
の
整
備
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
　

は
、企
画
課
地
域
再
生
拠
点
整
備
係（tel

72-

１
１
２
９
）へ

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を

　
　
活
用
し
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

……………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………

整備後は、車道５メートル、歩道２メートル(片側)

の道路となり、交通の利便性と歩行者の安全性の

向上が図られます。



広
報
富
士
河
口
湖

　
１３

　
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、
保
健
所
の
無
料
肝
炎
検
査

に
加
え
、
県
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
も
無
料
で
検
査
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
肝
炎
に
か
か
っ
た
方
に
対
し
て
医

療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
緊
急
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
】

　
○
対
象
者
　
県
内
在
住
者

　
○
申
込
と
受
診
方
法

　
　
保
健
所
に
電
話
ま
た
は
受
診
申
込
書
（
郵
送
）
で
申
し

　
　
込
み
、
発
行
さ
れ
た
受
診
券
を
委
託
医
療
機
関
へ
提

　
　
示
し
て
受
診

　
○
受
診
券
の
有
効
期
間
　
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

【
肝
炎
患
者
の
治
療
に
対
す
る
助
成
】

　
○
対
象
者
　
対
象
治
療
を
必
要
と
す
る
県
内
在
住
者

　
○
対
象
と
な
る
治
療

　
　
Ｂ
型
及
び
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
治
ゆ
を
目
的
と

　
　
す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

　
○
治
療
受
給
者
証
の
有
効
期
間
　
１
年
間

　
○
実
施
期
間
　
平
成
20
年
度
～
26
年
度

●
問
合
先
　
地
域
保
健
課
　t

e
l

24
‐
９
０
３
5

　
5
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
春
先
は
ア
サ
や
け
し
が
成
長
し
そ
の
特
徴
が
現
れ
ま
す

が
、
一
般
的
に
見
分
け
が
困
難
な
も
の
も
あ
る
た
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
薬
事
衛
生
）
に
写
真
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

　
不
正
栽
培
や
自
生
し
て
い
る
大
麻
・
け
し
を
発
見
し
た

場
合
は
、
す
み
や
か
に
、
保
健
所
ま
た
は
警
察
署
へ
連
絡
し

て
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
衛
生
課
　t

e
l

24
‐
９
０
３
３

「
人
目
を
引
く
お
知
ら
せ
を
作
ろ
う
～

　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
本
を
２
日
間
で
マ
ス
タ
ー
～
」

■
日
　
時
　
４
月
23
日
、24
日
　
午
後
１
時
～
４
時

■
講
　
師
　
山
本
孝
治
さ
ん
（
パ
ソ
コ
ン
表
現
研
究
所
主
宰
）

■
内
　
容
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
、
会

　
　
　
　
　
合
等
の
お
知
ら
せ
を
ワ
ー
ド
文
書
の
機
能
を

　
　
　
　
　
使
っ
て
作
成
し
ま
す
。

■
対
　
象
　
文
字
入
力
の
で
き
る
方
（
要
申
込
み
）15
名

※
持
ち
物
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
無
料
。
原
則
と
し
て

　
２
日
間
参
加
で
き
る
方
。
託
児
あ
り
（
未
就
学
児
）
３
日

　
前
ま
で
に
申
込
む
。

●
問
合
先
　
「
ぴ
ゅ
あ
富
士
」
　
企
画
担
当
　
菊
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　t

e
l

0
5
5
4-

45-

1
6
6
6
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　t

e
l

0
5
5
4-

45-

1
6
6
3

　
企
画
展
示
「
オ
ニ
グ
ル
ミ
の
記
録
」
で
は
、
鳴
沢
村
在
住

の
日
本
自
然
保
護
協
会
自
然
観
察
指
導
員
・
加
藤
信
子
さ

ん
の
写
真
や
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。
オ
ニ
グ
ル
ミ
は
北

海
道
か
ら
九
州
ま
で
広
く
分
布
す
る
ク
ル
ミ
科
の
落
葉
高

木
で
、
富
士
山
麓
に
も
多
く
自
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
展
示

を
と
お
し
て
、
富
士
北
麓
の
オ
ニ
グ
ル
ミ
の
一
年
間
の
成

長
を
楽
し
く
紹
介
い
た
し
ま
す

■
期
　
間
　
４
月
５
日
（
土
）
～
４
月
30
日
（
水
）

■
場
　
所
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
２
階
特
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
　

■
開
館
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
※
年
中
無
休
、
入
館
無
料
　
　
　
　
　
　

富
士
・
東
部
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ぴ
ゅ
あ
富
士
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

企
画
展
示
「
オ
ニ
グ
ル
ミ
の
記
録
」

『
西
湖
い
や
し
の
里
　
食
べ
歩
き
』

『
体
験
棟
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』

　　
お
子
様
の
成
長
を
願
っ
た
兜
飾
り
や
五
月
人
形
、
鯉

の
ぼ
り
な
ど
長
い
間
し
ま
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　
西
湖
い
や
し
の
里
根
場
で

は
、
五
月
の
節
句
に
合
わ
せ
館

内
で
展
示
す
る
兜
、
鯉
の
ぼ
り

を
求
め
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
に

使
用
し
て
い
な
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
是
非
お
譲
り
く

だ
さ
い
。

　
大
切
な
思
い
出
の
品
を
も

う
一
度
い
や
し
の
里
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
い
や
し
の
里
根
場
8
丁
目
会
＝

　●
問
合
せ
　
西
湖
い
や
し
の
里
根
場
　
総
合
案
内
所

　
　
　
　t

e
l

20
‐
４
６
７
７（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

い
や
し
の
里
で
春
の
足
音
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
こ
ん
に
ゃ
く
料
理
・
そ
ば
・
そ
ば
料
理
、
３
店
舗
の
自

慢
の
品
を
食
べ
歩
き
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
期
　
間
　
４
月
12
日
～
20
日
ま
で

◆
料
　
金
　
千
五
百
円
（
１
日
限
定
20
食
）

　
体
験
棟
５
店
を
め
ぐ
る
「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。

◆
期
　
間
　
４
月
12
日
～
27
日

◆
賞
　
品
　
抽
選
で
10
名
様
に
景
品
を
贈
呈
し
ま
す

●
問
合
先
　t

e
l

0
8
0-

6
6
7
3-

1
7
1
1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
保
田

い
や
し
の
里
か
ら
の
お
知
ら
せ

い
や
し
の
里
か
ら
の
お
知
ら
せ

……………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
対
策
に
つ
い
て

不
正
大
麻
・
け
し
の
撲
滅
に
つ
い
て


